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図書館2階JWUラーニング・コモンズさくら（以下「さくら」と略）では、学科・専攻推薦を受けたラーニング・サポーター

（本学大学院生）が学修相談を受け付けます。学修相談以外にもミニ講座の開催や「さくら」の活動支援をしながら、感

じたこと、思ったことを「つぶやき」、本学学生の皆さんに学修相談に訪れてもらいたいと思っています。ラーニング・サ

ポーターは「さくら」で皆さんをお待ちしています！ 

 

＜6月のつぶやき♪INDEX＞ 

p.1 ジューンブライドとウェディングドレス ＠K.W.（生活環境学専攻（被服）博士課程後期3年） 6月26日 tweet！ 

p.1 好きな文章 ＠M.H. （英文学専攻博士課程後期2年） 6月16日 tweet！ 

p.2 梅雨の晴れ間に ＠T.K. （相関文化論専攻博士課程後期 3年） 6月12日 tweet！ 

 

つぶやき１♪ ジューンブライドとウェディングドレス 

6月に結婚した花嫁は幸せに 

なれるという言い伝えから、6月 

の花嫁を「ジューンブライド」と呼 

ぶことがあります。今回はこの 

ジューンブライドにちなんで、ウェ 

ディングドレスについてお話しし 

たいと思います。 

ジューンブライドの由来として 

よく知られているのは、女性の生 

活、特に結婚や出産に関わりの 

深いローマ神話の女神ユノ（Juno） 

です。6月の英語名である June 

がその名と結び付けられているこ 

とが主な理由と考えられます。ただし、6 月の結婚が幸せという考えが古くから続いてきたわけではなく、神話に加え、

気候や社会の習慣、近代の結婚文化が重なって、現在のジューンブライドのイメージは徐々に形作られてきました。 

そうした人々のイメージの中で非常に重要なのが、ウェディングドレスです。王侯貴族やセレブリティの結婚が報じ

られるとき、その関心の多くはこの白いドレスに集まっているように思います。自分だったら・・・と純白のウェディングド

レス姿を想像したことがある方もいらっしゃるでしょう。しかし、この結婚＝純白のドレスというイメージは、意外にも近

代になってから確立されたものです。 

19 世紀前半の西洋では、花嫁は赤、桃、青、茶、黒など、様々な色のウェディングドレスを着て、結婚式を挙げてい

ました。白いドレスが着用されることもありましたが、白は汚れが目立ちやすく、普段着として着まわしにくいため、特

別人気の色ではなかったようです。転機のひとつとなったのが、1840年の英国ヴィクトリア女王の結婚式です。女王は

白いドレスを選び、その姿は様々な刊行物を通じて世界に広まっていきました。白いウェディングドレスは女王が初め

て着用したものではありませんが、彼女の結婚式は、白を花嫁らしい色として広める非常に大きなきっかけになりまし

た。19 世紀後半には、色付きのドレスが完全になくなったわけではないものの、白いドレスが多くの花嫁の定番となり、

現在に続いているのです。 

今日では当たり前になっているジューンブライドや純白のウェディングドレスは、意外にも比較的新しい文化です。

今の定番も時代とともに少しずつ変わっていくのかもしれないなと思うと、想像が膨らみます。 

 

つぶやき2♪ 好きな文章 

この人が書く文章好きだな、と思うことはありますか？私はある詩人が書くエッセイがとても好きで、時々思い出すと
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手に取っています。初めて読ん 

だのは高校生の頃で、学校帰り 

に母と駅で待ち合わせをしてい 

た際に、時間が余って立ち寄った 

書店で、その人が書いたエッセイ 

に出会いました。それ以降、無性 

にその人の言葉に触れたくなる 

瞬間がたまにやってきます。自 

分の中にある、まだ言葉になって 

いない感情や、存在していること 

自体に自分でも気づいていない 

ようなものが、その人の本の中で 

は言葉になっていて、読んでいる 

と救われたような気持ちになるの 

です。その一方で、自分とは無縁の感情や感覚も同じくらいその本には存在していて、そこにある、“分かりあえなさ”

のようなものと遭遇すると嬉しくなります。（自分でもこれは不思議だと思うのですが、その人自体にはあまり興味がな

く、プロフィールもほとんど知りません。好きな詩人というよりも、好きな文章を書く人と表現した方がしっくりきます。） 

私たちの生活の中には言葉が溢れていて、言葉は生きていく上での道具のような存在でもあります。正確に、適切

に、使いこなせなければ不都合が生じる。道具というと、何だか無機質なもののように感じますが、その一方で、自由

で色のついたものであることを忘れたくないなと思います。そのような言葉を好きでいることの楽しさが、その人の文

章を読んでいると感じられる。だからこそ、私はその人が書く文章が好きなのだと思います。 

ある事象を言葉にした時、抜け落ちてしまう部分というのは少なからずあり、その抜け落ちてしまう部分をいかに少

なくするかが、言葉を使いこなす上で大切なのではないでしょうか。言葉を尽くして何かを表現することの面白さを忘

れずにいられたらと思います。 

 

つぶやき3♪ 

 梅雨の晴れ間に 

先日の梅雨入り以降、天気が 

落ち着かない日々が続いており 

ますが、いかがお過ごしでしょう 

か。6月は、和風月名で水無月と 

いいます。所説ありますが、雨が 

多い「水の月」に「水無月」という字 

が宛てられたという説が一般的 

です。この時期の雨は稲の成長 

に欠かせない一方、蒸し暑くなる 

ことから、食中毒や風邪など病気 

の流行を引き起こすこともあります。今回は 6月に行われるお祭りについて、少し紹介できればと思います。 

6 月が文字通り「水無月」すなわち水が全く無い場合、稲作や農耕に多大な影響が出てしまいます。そこで、人々は

雨乞のために寺社に参詣・参籠したり、寺社の境内にて踊りを披露するなど、様々な方法で雨を願いました。 

現在は、実際の旱魃に際して雨乞が行われることはほとんどありません。しかし、藁で作った巨大な龍を神前に奉

納する雨乞祭(香川県や埼玉県など)、神前で奉納される念仏踊りや歌舞伎行列など(香川県、愛知県など)、沢山の幟

旗を奉納する「岳の幟」(長野県)など、様々な形で雨乞が元になった祭礼が残っています。 

逆に、水がありすぎると困るのは湿度です。暑さ、そして大量の雨による湿度によって食べ物は傷みやすくなり、身

体の免疫力は落ちてしまいます。特に、現代のような衛生状況ではなかった時代は、あっという間に疫病が広まり、病

気にかかると命を落としてしまうこともありました。そこで、6月 30日には半年分の身体の穢れを祓う「夏越の祓」と「茅

の輪くぐり」が行われるようになりました。 

また、6月に入ると祇園祭が始まります。京都で行われている祇園祭は、貞観 11年(869)に疫病が流行したことが始

まりで、元々「祇園御霊会」と呼ばれていました。「御霊会」とは、疫神や死者の怨霊といった、災いをもたらす存在を宥
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めるためのお祭りのことです。菅原道真が「天神」として神に叙されたのも、6月末に天皇の住まいであった清涼殿を襲

った落雷の原因だとされたからでした。 

現在は旧暦の 6 月から新暦の 7 月、8 月へと祇園祭の祭礼日が移った場所も多いですが、愛知県の津島天王祭、

京都府の祇園祭、福岡県の博多祇園山笠など、全国各地に様々な形の祇園祭が継承されています。 

私たちの身体は、6 割が水でできているそうです。1 年の折り返し地点である 6 月は、水に想いを寄せると共に、無

病息災を願って過ごしていきたいですね。皆様も体調に気を付けてお過ごしください。それでは、また来月。 
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